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余談

市場販売価格 裁判所の付言

 原告の主張

被告各商品の市場販売価格（１枚当たりの単価）は，
被告商品１につき１万９８００円，被告商品２，３に
つきいずれも８８００円である。

 被告の主張

原告主張の被告各商品の市場販売価格は，被告各商品
の正規の販売店の販売価格ではなく，顧客から商品を買
い取ってプレミアムを付して販売する古物営業者からの購入
価格であり，高額に過ぎる。

（なお，原告は，上記のとおり，本件登録商標
と類似する標章は，被告各標章であると主張す
るものであって，図柄１ないし３が本件登録商標
と類似する標章に当たると主張するものではないか
ら，弁論主義の見地からして，本件登録商標と
類似するかどうかの判断の対象となるのは，
個々の被告各標章であることは明らかであり（こ
のような類否判断の対象とその類否判断の際に被
告各標章を含む図柄全体が考慮されるべきである
こととは別問題である。），この点についての被
告の上記主張は，採用することができない。以
下の検討は，これを前提にする。）


